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現在、社会制度の変革や ICT をはじめとするテクノロジーの発展を背景として、日常生活・就労・就学場面など
でアクセシブルな社会の実現に向かっています。とはいうものの、障害がある人の一人ひとりの生活をみると、周
りが限界を決めてしまい、その人の想いや可能性を狭めてしまっていることもまだあるように思います。 

そこで本シンポジウムでは、個人のウェルビーイングの実現に焦点を当て、講演者お二人の活動を語っていただ
くとともに、生活者・ユーザー視点の地域社会の実現とテクノロジー開発をともに考える機会としたいと思います。 

【日 時】 202６年 10 月 31 日（土）13:30～16:40 
【会 場】 STATION Ai １階「イベントスペース」 (JR 鶴舞駅から徒歩約 6 分) 
【主 催】 日本福祉大学ウェルビーイング工学研究センター/全国頸髄損傷者連絡会  
【参加費】 無料 

 

13:30～     はじめのあいさつ 
                  全国頸髄損傷者連絡会 

13:35～     第１部:講演 

【話題提供１】 「電動車椅子で世界一周を経験して」 
                            宮野 秀樹（全国頸髄損傷者連絡会 事務局⾧） 

    【話題提供２】 「受傷直後には想像できなかった人生 -参加が拡げる人生の選択肢-」 
                               大向 優貴（大阪頸髄損傷者連絡会） 

15:10～     休憩 

15:20～     第２部:トークセッション「一人ひとりの豊かな生活と求められるテクノロジーを考える」 
             登壇者:宮野 秀樹（全国頸髄損傷者連絡会 事務局⾧） 

大向 優貴（大阪頸髄損傷者連絡会） 
近藤 佑次（愛知頸髄損傷者連絡会 副会⾧） 
川村 亨平（NPO 法人リハビリテーションビレッヂ 代表） 
毛利 志保（日本福祉大学ウェルビーイング工学研究センター幹事、工学部准教授） 

            進行:渡辺 崇史（日本福祉大学ウェルビーイング工学研究センター幹事、工学部教授） 

16:00～     おわりのあいさつ 
                           児玉 善郎（日本福祉大学ウェルビーイング工学研究センター⾧、工学部教授、前学⾧） 

16:05～     第 3 部:ミニ交流会 

16:40      終了                ※時間は予定であるため変更となる可能性があります 

※シンポジウム実施の一部は，一般社団法人 日本損害保険協会 自賠責運用益拠出事業の助成を受けています 

 
 
【申し込み方法】 

以下の申込 URL または QR コードよりお申し込みください 
  ＜申込 URL＞ https://forms.gle/BjQxhKJEUBu4S99v6 
 【申し込み期限】 

 2026 年 10 月 25 日（日） ※定員に達し次第、申し込みを締め切ります 
 【お問い合わせ】日本福祉大学研究課【E-mail】kenkyu@ml.n-fukushi.ac.jp 

  
  
  
  
  
  
申込 QR コード 



 
 
 

【話題提供１】 

「電動車椅子で世界一周を経験して」  

                  宮野 秀樹（全国頸髄損傷者連絡会 事務局⾧） 

 電動車椅子で世界一周した経験を通して、障害があっても環境や仕組み、テクノロジー、そ
して人の支えによって「できること」は広がると実感しました。旅先での出会いや挑戦を紹介しなが
ら、誰もがあきらめず、自分らしく豊かに暮らせる社会に必要なことを考えます。 

 1992 年交通事故により、第 4 頸髄を損傷(頸損歴 33 年)。2010 年 NPO 法人ぽしぶる設立、現在、「ぽしぶる沖
縄」を開所し、重度障害者の自立支援およびセルフヘルプ活動に従事。2025 年には、車椅子世界一周旅行を達成。
神戸大学、神戸学院大学等にて非常勤講師も務める。 

【話題提供２】 

「受傷直後には想像できなかった人生 -参加が拡げる人生の選択肢-」 
                        大向 優貴（大阪頸髄損傷者連絡会） 

 19 歳で頸髄損傷を負い、受傷直後には想像もできなかった人生。パラ水泳、仕事、旅、スポ
ーツ、ソーシャルバーテンダーなど、さまざまな経験や人との出会いを重ねる中で、人生の選択肢
が広がってきました。私自身の歩みを通して、「新しい人生をつくる」とは何かを考えます。 

 大阪府立大学作業療法学部在学中、19 歳で頸髄損傷を負う。作業療法士資格を取得後、パラ水泳選手として東京
パラリンピックを目指す。現在は会社員として働きながら、プロダクトスペシャリストとして福祉機器の試乗・
評価や、ソーシャルバーテンダーなどの活動に取り組んでいる。 
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  STATION Ai １階「イベントスペース」 
   

【アクセス】JR 鶴舞駅（STATION Ai 前 駅）から徒歩約 6 分 
        （〒466-0064 愛知県名古屋市昭和区鶴舞 1-2-32） 
 

※イベント専用の駐車場はありません。 
公共交通機関でお越しいただくか、近隣の有料駐車場をご利用ください。 


